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都道府県医師会 

  担 当 理 事 殿 

日本医師会常任理事          

長 島 公 之 

 

ＮＢＣＲ対策推進機構 

「医療従事者のための爆発物災害対策医療講習会」の開催について（再依頼） 

 

さて先般、令和２年６月２３日付（地 178）の文書をもって、貴会にＮＢＣ

Ｒ対策推進機構による「医療従事者のための爆発物災害対策医療講習会」の開

催についてご案内をお送り申し上げたところですが、同機構より再度、周知方

依頼がありました。 

つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただくととも

に、貴会災害医療担当者等への周知方につきご高配賜りますようよろしくお願

い申し上げます。  

 






公益社団法人

常任理事
本医師
島公 殿

ヨ里啓

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

この度、弊機構は令和2年度事業の一環として、「医療従事者のための爆発物

災害対策医療講習会」を別添のとおり計画しております。

つきましては、本講習会について都道府県医師会への広報をご配意賜ります

よう、よろしくお願い申し上げます。

02NBCR第 143号

令和2年7月6日

「医療従事者のための爆発物災害対策医療講習会」

の都道府県医師会への広報についてのお願い

特定非営利活動法人

N BCR 対策推進機

理事長井上忠

別添:「医療従事者のための爆発物災害対策医療講習会」(案)

問合せ先:益田亮介、阿部剛士、吉田

電話:03 -5829 -61釘

F A X :03 -5829 -6197

E ・ mail : info@nbcr-taisaku. com
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「医療従事者のための爆発物災害対策医療講習会」(案)

一止血帯(タニケット)による実習を含むー

(救命・救急医、産業医等医療従事者等が知っておくべきこと)

(1級認定コース・三医生涯教育制度単イ蟷忍定)伸請中)

後援:公益社団法人日本医師会

4月19日開催予定でありました「医療従事者のための爆発物災害対策医療講習会」は、

この度の新型コロナウイルスの流行拡大のため延期をしておりましたが、来る9月13日

に開催することを計画いたしましたので改めてご案内いたします。皆様、ご承知の様に、

現在、世界の彼方此方で、年間1万~1万5千件のテロが発生しております。これらのテ

口の殆どは、爆弾テロを主体とするテロで、発生回数、手段、標的において従来と全く変

わった脅威が生じております。これらの動向は、延期された来年(2021年;令和3年)の

東京オリンピック開催を目前に控える我が国の大きな懸念亨頁となっており、爆発物災害

対策、とりわけ、爆発物医療対策の重要性が改めて認識されております。

日本で若しテロが起こるとすれば、爆発物事案の生起の可能性が大であると観られてお

り、イベント等の多いわが国では、全国の医療災害対策担当者等から医療従事者のための

爆発物対策医療講習会の実施の要請が高まっております。このため、弊機構では、呂味氏の

通り「医療従事者のための爆発物災害医療対策講習会」(救命・救急医、産業医等医療従

事者が知っておくべきこどを改めて開講することといたしました。

今回の講習会は、爆発物災害医療対処に真に役立つ第1級の征機管理コース嫉発物テ

口対策医療責任者1級認定)として、図上演習も加え、受講生の皆様で討議して頂きます。

また、今回も、止血帯(タニケット)を使用した止血実習等も行い医療従事者の技術向上

にお役立て頂きたいと念じております。

ご多忙中の折柄誠に恐縮に存じますが、奮ってご参加下さいますようご案内申し上げます。

令和2年7月吉日

NP0法人
メ公
;Z又'

理

NBCR対策推進機構
長片山虎之助

長井上忠雄

蒜のご案内用属



「医療従事者のための爆発物災害対策医療i茸習会」について侠)

一止血帯(タニケット)による実習を含むー

一主として救命・救急医、産業医等医療従事者が知っておくべきことー

1級認定コース・日医生涯教育制度5.5単イ立認、定(申請中)

主催 NP0法人 NBCR対策推進機構

後援公嵩士団法人日本医師会
■

フ~8月(令手口3年)に東京オリンピック・パラリンピックの開催が延期されましたが、最近の諸外
国での爆弾テロやボストンマラソン爆破劃牛・過去のオリンピック時に生起したテロ事件等では、殆ど
が高性能爆薬を使用した爆弾テロや化学物質等を混入した高陛能爆薬が使用されております。東京
オリンピックや全国で行われる各種イベントを成功させるためには官民挙げて爆発物等によるテロに

各種の対策を講じて安全・安心を確保する必要があります。日本では、三菱重工業爆破事件等で経験
したように、爆発物によるテロ等に特に注意が必要です。これらの対策では、裂傷に対する措置を始

めとする多くの現場での救急措置が必要で、中でも特に医学的対応が卦見されます。このためには、
平素から爆発物テロや関連情報を収集・Z平価し、物的・人的措置を講じ、教育・訓練を行い、標的化を
防止して適切な対応力を養成しておくことが重要です。最新の世界の情報・経験を踏まえて爆発物テ

口やCBRNテロを含む爆発物災害対策等を見直し各種の厳しい現実を想定した訓練・講習を実施す
る必要があります。

今回は、講義の他、止血帯の実習や図上演習によるグループ討議を加えた「医療従事者のための

爆発物災害対策医療講習会」を下記の通り開催いたします。

■講習対象者

救命・救急医師、産業医、病院等医療危機管理担当者、保健所1競員、その他講習研修を更新の希
望

島認定証発行

講習修了Rき認、定市瞰を行い「爆発物テロ対策医療責任者認越正(1級)」を発行し当機構での認証を
行います。また、日本医師会生涯教育制度 5.5 単位の認定を行います。(オンライン受1蒜者には発行

できません)

馴講習開催日

別紙

亜細部

・医療従事者のための爆発物災害対策医療講習会カリキュラム侠) 付紙1

・場所:ヒューリック浅草橋ビノレ3F ヒューリックカンファレンスノレーム0 付紙2

〒111田0脇東京都台東区浅草橋1-22-16(丑L:03-5822-597D (]R浅草橋西口徒歩約2分)
・申込:「申込書」F腿でお申込み下さい。

オンライン受;蒜希望の場合はEメールにてお申込みください。

・締切:先着定員になり炊第申込を締め切ります。
申込を締め切った際は、弊機構ホームページに掲載します。
URI':http://WWW. nbcl-taisakιL com

・順延:最d寸崔し人員数20名以下の場合は延期し11慎延の通知を致します。

・費用:2万円(弼CR対策推進樹篝個人正会員:1.5万円、団体会員:1万円)
・連絡先:NBCR対策推進機構:〒UI-0053東京都台東区浅草橋2-フ-9 プ髞ビル2階

電肩舌:03一認29巡187 F餓:03一認29→}197

0一鵬il: info@,bcl-tai.aku.oom メーノレアドレスを変更しました。

受イ寸才旦当:訓テ役員阿部剛士

令和2年9月13日細)09:00~17:00

日 時 EI^E^
区亜^区^

付紙3

,
邦L



日
時間

■医療従事者のための爆発物災害対策医索講習会カリキュラム(案)

09:00~09:10

09:10~10:00

オリエンテーション

10:00~H:00

科

1 災害と医療対策一爆発物対策の重要陛

目

11:00~12:00

2 爆発物テロの動向と日本生起の可能性

12:00~12:50

剃幾構理事長工学博士井上忠雄

3 爆発物に対応する新たな医療措置

一爆発物による生体損、傷のメカニズムー

9

i奪義:伊藤克巳先生

指導:山口芳ぎ谷先生

12:50~13:50

日

4 爆発物災害と医療対策

一止血帯を使用した実習を含むー

13:50~14:50

(日)

(公社)日本医師会

常任理事(災害医療担当)

長島公之先生

講師

付紙1

14:50~14:55

休憩(昼食)

5 爆発物医療剣策一消防と医療の連携

(公財)総合安全工学研究Pフテ事業部長

元科学警察研芽斤部長

中村順先生

14:55~15:50

東京医科大学准教授

八王子医療センター救命救急センタ^

新井隆男先生

15:50~16:30

6 爆発物医療対策一図上演習1

(現場で医療従事者は何をすべき力等討議)

16:30~16:35

東京都災害医療コーディネーター

杏林大学医学部主任教授

救命救急センター長

山口芳字谷先生

7 爆発部医療対策一図上演習Ⅱ

(病院での受け入れ澗甫・対応・措置等討議)

休憩

16:35~16:55

16:55~17:00

蜘謝蒜理事長イ弌イテ、(有)報恩会社長

元東京消防庁防災部長

伊藤克巳先生

*講師の先生は、止むを得ない事情により変更となる場合がありますので、ご承知おきください。

8 試験

修了証ならびに認越正「爆発物テロ対策医療責任者認越正(1級)」授与

休憩

講義:伊藤克巳先生

指導:山口芳7谷先生

月
W



. 講習会場案内図

ヒューリック浅草橋ビル3F ヒューリックカンファレンスルーム 0 UR総武線浅草橋駅西口徒歩約2分)

〒Ⅱ1-0053 東京都台東区浅草橋 1-22-16

nι:03-5822-5971
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付紙3

「医療従事者のための爆発物災害対策医療講習会」会場受講専用申込書
申込締切

申込FAX

申込者(団体名等)

(ふり力yb

参加者氏名

令和2年9月3日(木)

氏名

住

03-5829-6197

所

連絡先

先着順80名

T

自宅

所属

ま且織区分

該当する箇所を0で

お囲み下さい

翫舌番号

膨昜

e寸11ail

請求書の宛名

0でお囲み下さい

◆NBCR対策推進樹篝

◆日本医師会:所属地区名(

職名

いずれかを0でお囲み下さい。

その他

FAX番号

杢△.___.__....!"._.....呂リ.._名...(_".__,_,........____........"_.._.........__..,.".......、)..

同一機関から複数名で参加し、取り纏めの担当者がいらっしゃる場合はその方

のご氏名をお知らせ下さい。受講票を纏めてお送りします。

ご担当者役職・氏名

男懸楼の個△正会員__!___弊機儘の団体会員.

要望亨頁

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^
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